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第8回●他人に同報するときは「Bcc」を使え！
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレス・ラボ）

やはりコンピュータに頼ったほうがラクで正確
ご案内の文面も書き終え、送付したいメールアドレス一覧も用

意できた。さて、実際に送るわけだが、どうやって送ればいいの

だろうか？いつもなら、1人か2人に宛ててメールを送るだけなの

で、メールソフトウェアのアドレス帳から選ぶだけだ。この作業を

100回繰り返せば、目的とする100人に送れるが、人手でやると

抜けや重複などの誤りが出て、100人に確実に送ることはかなり

難しい。メール100人前のトラフィックが発生してアクセス料金が

増えてしまうという欠点もある。

もちろん、宛先にズラズラ100人分ならべれば、手間もいらず

間違いも起こらない。しかし１行が長いメールが送れないのと同

じような理由で、宛先（To:フィールド）があまりにも長いとやは

りメールシステムに問題が起こり、メールが届かないこともある。

また、宛先の全員がおたがいに知り合いならよいが、受け取っ

たメールに書かれている宛先から、自分以外の誰に宛てたのかが

分かってしまい、プライバシーの問題にもなり得る。私自身、こ

のようなメールをアンケートなどでもらうことがあるが、正直言っ

てよい気分ではない。便利になったとはいえ、そこはやはり人間

同士のやりとりなので、守るべき礼儀はある。

いちいちメーリングリストを作るわけにもいかない
インターネット上で、特定多数に同じメールを送付する機能は

古くから利用されている。そう、お馴染みのメーリングリストだ。

一時的にメーリングリストを作成することは、技術的には十分可

能である。しかし、管理者ならメーリングリストくらい簡単に作

成できるが、ユーザーの場合にはそう簡単なことではない。メー

リングリストサービスを提供しているプロバイダーでも、一回限

りのサービスを提供しているプロバイダーは聞いたこともない。

ユーザーだけでできる現実的な方法
100本のメールを出さずに、しかもマナーに反しない方法として

は、Bcc1という機能がある。Cc2は受け取った側でもメールヘッ

ダーから自分以外の誰にCcされているか分かるが、Bccならメー

ルのヘッダーにはBccのフィールドが残らないため自分以外の誰に

送ったのかは分からない。つまり、プライバイシーの問題も避けて

とおれる。

「To」の項目には何も書かない
それでは、Toには何を指定するのだろうか？受け取った側から

見ると、あずかり知らないメールが届き、しかも「To」や「Cc」

に自分のメールアドレスがない場合、「誤配送が起きているのでは

ないか？」と思い、次には「もしかしたら自分が出したメールも

アカの他人のところに行ってしまっているのではないだろうか…」

といった心配をし、管理者に問い合わせたくなる。もちろん問い

合わせを受けたらメールシステムのログを調査し、「何時何分何秒

に誰々からあなたへメールが行ってます」と事実をそのまま答える

ので無意味だ。

つまり、あずかり知らないメールというのがクセ者なので、そう

いったメールを出さないよう、メール本文の冒頭に「○○会の皆

様へ」と宛先を明記しておけば、受け取った相手が無用な心配を

せずに済む。また、このような同報メールの場合には、本来指定

しなければならないToに何も指定しなければ「To: (Recipient list

suppressed)」などと適当なものをつけてくれるメールソフトウェ

アもある。

もちろん、Toを指定しなければならないソフトウェアもあり、

そこに「To: (Recipient list suppressed)」などと無理やり書いて

送出することも不可能ではない。確かにこの方法で目的とする特

定多数の全員にメールを送ることはできるが、自分にエラーメー

ルが戻ってくることがほとんどだ。このようなエラーメールは、管

理者である「postmaster」3にも行くように設定されているサイ

トが多く、結局のところpostmasterにも負担がかかるので、でき

れば事前にpostmasterに相談しておくべきだろう。

【脚　注】1Bcc：Blind Carbon Copy（ブラインドカーボンコピー）の略で、メールで送り先を指
定する項目の一つ。たとえば、Bccの欄に相手の上司のアドレスを書いておくと、Toで
指定した相手は、上司にもメールのコピーが届いているのを察知することはできない。

2Cc：Carbon Copy（カーボンコピー）の略。Bccと同じくTo以外でメールの送り先を
指定する項目。Bccと違い、受け取った相手はこのメールを他の誰が受け取ったのかが
分かる。カーボンコピーとしては、こちらが基本型。

3postmaster：メールサーバーの管理者。

最近、インターネットの上でも商品広告のダイレクトメールが
はじまっているが、個人においても同じメッセージを複数人に
送りたい場合がある。たとえば、友達や会員へのお知らせや引
越案内（メールアドレスとホントの引っ越し）、企業の場合には
マスメディアへのプレスリリースなどいくらでもある。

トラフィックとプ
ライバシーの

２つの問題がある
ので、

たぁっ！一斉同報する
ときは

Bccを使おう！
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